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        余暇支援活動『旭山動物園』報告         

今年の外出支援活動はバスに乗って動物園へのお出かけを企画しました。9 月 14 日土曜日北広島市役所

から旭山動物園目指して出発しました。今回 10 家族 21 名（対象児者９人）の参加でした。 

当日は暑くも無く寒くも無く丁度いい秋晴れの 1 日で楽しく園内を思い思い過ごされていたようです。 

今回は入場料他ほぼかからない企画になりましたのでその分お土産などもつける事が出来て子供達も喜ん

で頂けたようで係も嬉しい日となりました。 

ご参加の皆さん、係の皆さんご協力ありがとうございました。                

國岡 

      「どうぶつえんをたのしかった」       

絶好の行楽日和の中、私たち親子は初めて親の会さんの余暇支援活動に参加しました。幽霊会員の私

が。。と、ちょっと迷いましたが、日々のあれやこれやで一杯一杯になっていたので、リフレッシュしたい

なと思い、参加を決意しました。 

行きの移動中はリラックスして過ごし、更にお菓子まで頂いて息子&私はほくほく。。旭山動物園に到着後

は、息子は大好きなあざらしを見、パンケーキを 2 枚も食べたり、私はダイナミックな展示に圧倒されつ

つ、しっかりソフトクリームなどを食べたり、と遊び倒しました。帰りの車中では、可愛いキーホルダー

まで頂いて。。 

個人では中々行く事の出来ない所に連れて行って下さり、感謝しかありません。後、会員の先輩ママさん

とお話し出来たのもとても嬉しかったです。ちなみに表題の文言は息子の感想です。自分の気持ちを表現

するのは、まだ難しいようですが（てにをはの使い方も）、はっきりと自発で言いました！跳び上がる程嬉

しかったです。次回も是非参加したいです。有難うございました。              

細谷 
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第 69回北海道手をつなぐ育成会全道大会函館大会 報告 

令和 6（2024）年 9 月 28 日（土） 

 今年の全道大会は、10 年ぶりの函館大会と言う事でした。前回、皆さんとバスに乗って函館大会に参加

してから、もう 10 年が経つのだと思うと、時の流れの早さを感じます。今回は、会場ではなくオンライン

での参加（3 名）をさせていただきました。 

 今大会は、一般市民の方にもご参加いただき、山田火砂子 監督の「筆子・その愛―天使のピアノー」の

映画上映から始まりました。障害児教育の母と呼ばれる石井筆子の半生を描いた感動作。明治時代に知的障

がいを持った子供たちが、どんな風にいたのかを知って、石井亮一・筆子夫婦のように、優しく強く頑張っ

てくれた人たちがいたおかげで、今があると思いました。映画に出演している知的障がいの子供たち、しっ

かり役を演じていました。 

 映画終了後に開会式で、道育成会の佐藤春光会長、函館市の大泉潤市長などのご挨拶、北海道善行賞など

の贈呈があり、その後、中央情勢報告、シンポジウムと続きました。 

 シンポジウムは、「地域生活を考える」というテーマで、障がい当事者である 3 名の方々の、お話をお聞

きしました。自立生活をしながら、障がい当事者団体の運営活動を行っている、又は、24 時間介助者を入

れながら自分らしい生活を模索している等、貴重なお話でした。最後にどんな支援者だったら、自分の気持

ちを言いやすいですか？の質問に、1 対 1 で相談できる。支援者とか支援される人とかと言う区別をしな

い。障害がなかった時は、無意識の中に優劣をつけていたように思う。フラットな関係になる等、答えてい

ました。たぶん私達も同じ。他人事ではなく自分の事として分かち合える、共感できる事はとても大事です。 

 閉会式の最後の方で、次期開催地の千歳市手をつなぐ育成会の会長さんが、ご挨拶をされていました。当

会も石狩ブロックとして開催に関わっていきますので、よろしくお願いいたします。 

                                             中川 

第 69回北海道手をつなぐ育成会全道大会函館大会 感想 

全育連の佐々木会長からの中央情勢報告は、限られた時間の中で、ポイントを絞った報告がありました。

「障害者の地域支援を踏まえた障害者支援施設のあり方について」のスライドの中で、障害者支援施設は地

域移行を推進すること、重度障害者等への専門的支援を行うことや看取りを行うこと等、様々な役割がある

が、今後、さらなる地域移行を進めて行くために、障害者支援施設の役割や機能を整理することが、令和 6

年度障がい福祉サービス等報酬改定チームにおいて求められていること、令和 7 年度には厚労省で検討会

を立ち上げ、次期報酬改定や障がい福祉計画の基本指針の見直し等に向けて報告書をまとめることになっ

ていることを伺いました。会長も、国は入所施設をなくそうとはしていないのではないかとおしゃっていま

した。 

 全育連の啓発キャラバンについては、決して育成会が勝手にやっているものではなく、障害者差別解消法

第 15 条、障害者総合支援法第 77 条第 1 項を根拠にしたものであることをお聞きしました。北広島におい

ても、今後も関係団体や行政と共に、啓発活動を継続して行きたいと改めて思いました。 

 その他、成年後見制度の見直し議論、療育手帳の判定基準見直し研究の動きについても、大変興味深いも

のでした。 

斉藤 
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特別研修会のご案内 
 

「地域の一員として共に暮らす～人権・地域・普通の暮らし～」 

主催：一般社団法人北海道手をつなぐ育成会      

共催：北海道知的障害児者サポート協会 

講師：小林繁市氏（NPO 法人伊達市手をつなぐ育成会 会長） 

伊達市の地域づくりから、生活、仕事、余暇、結婚などの支援の実際について、 

また知的障がいのある息子の父親としての立場から家庭支援についてもお話されます。 

日時：令和 6 年 11 月 2 日（土）13：30～15：00（13：00 開場） 

会場：帯広市グリーンプラザ 集会室 A・B（帯広市公園東町 3 丁目 9 番地１） 

※オンライン（ZOOM）での視聴もできます。 

※詳しくは、北海道手をつなぐ育成会の HP からご覧いただけます 

お問い合わせ先：北海道手をつなぐ育成会（TEL011-251-0855/FAX011-251-0804） 

 

「北海道手をつなぐ育成会 2025年カレンダー」発売中！ 

道育成会企画の 2025 年カレンダー（壁掛けタイプ・卓上タイプ）が、完成しました。 

今年度で、8 年目を迎える育成会独自の取り組みです。本人達の表現・発表の貴重な場でもあるカレンダー

製作を、より多くの皆様に知っていただきたいと言う育成会の活動です。 

Ａ 壁掛けタイプ 1,200 円   Ｂ 卓上タイプ 600 円 

申し込み取りまとめは、11 月 15 日まで中川で、よろしくお願いします。 

 

 

 

Ａ 壁掛けタイプ 1,200円 Ｂ 卓上タイプ 600円 

 

 

         新年会・成人を祝う会についてのお知らせ          
 

日時 ・2025 年 1 月 19 日(日)  

・11 時 30 分～13 時 30 分 (予定) 

会場 NEVER  END  LEO(ネバー  エンド  レオ) 

北広島市 中央 5 丁目 8—3(TEL011—398—8222) 
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会員の皆さんへのお願い 

 

１２月のみどりのアスパラガスは、６０周年記念号発行する予定です。つきましては、会員の皆様からも

メッセージをいただき、掲載したいと考えています。 

テーマは、「これまで思い出」（我が家の子育て、親の回での出来事など）、または、「これからの願い、目

標」（我が家の子育て、自分自身のこと、親の会のこと）です。 

締め切り、その他詳細は、別途ご案内させていただきます。ご協力よろしくお願いいたします。 

斉藤 

 

活動報告   

8 月 8 日 青空会  

8 月 25 日 
第 38 回 

北海道ハンディキャップ水泳大会参加 

佐藤 

中川 

9 月 3 日 
第 3 回 

石狩地区手をつなぐ親の会連絡協議会会議 
加藤 

9 月 12 日 役員会  

9 月 14 日 外出支援活動 旭山動物園 21 名参加  

9 月 28 日 
第 69 回 

北海道手をつなぐ育成会全道大会函館大会 

加藤 

斉藤 

中川 

 

令和 6年度会費納入のお願い 

・年会費 6,000 円 

・会費は、1 年分の前納制とし、青空会、または、振込みにて納入し

て下さい。ただし、中途入会者は、入会月から 3 月までの月数分

の会費となります。 

・会費に関するご相談は、会計までお願いします。 

【お振込先口座】 

北海道銀行 北広島支店 

（普）１１５－０４３１１２３ 

北広島市しょうがい児者を持つ親の会 

代表 加藤 裕子 

 

この会報は、会の趣旨に賛同下さる方々に、私たちの活動を広く紹介

する目的で発行しています。ほかの目的に使用しないよう、また、破

棄する場合は取り扱いにご注意下さるようお願いいたします。 

会報担当【中川 斉藤 井上】 

 

   


